
A

法
人
部

第
二
十
四
回
東
京
新
島
講
座
十
同
十
八
Π

弟
卜
四
川
宋
京
暫
誓
凡
公
捌
J
油
会
か

同
ヒ
^
^
大
山
^
東
京
ア
カ
一
ブ
ミ
ー
で
開
^
さ
^

た
今
川
は
藤
井
透
大
田
.
、
上
学
剖
教
授
と
岡
工

郎
女
f
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
が
そ
れ

↑
貝ぞ
れ
「
竹
は
地
球
を
救
う
竹
は
環
境
に
優

イ
ラ
ク
戦
乍
以
降
」
の

、

し
い
エ
コ
材
小
、

一
^
^
^
^
一
一
^
さ
^
、
U
^
、
白
^
^
^
ノ
ノ
^
し
^

創
立
記
念
行
事

リ
ユ
ニ
オ
ン

一
打
二
Π
於
京
Ⅲ
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

創
立
"
念
礼
仟

1
十
入
祈
竺
ム＼

上
N
 
T
門
ル
"
,
心
工

創

例
十
九
口^
^
学
^
〕
.
^
^
.
f
升
肖
^

第
十
回
外
国
人
教
員
懇
談
会
十
二
打
卜
日

第
十
回
外
凶
人
教
員
懇
談
会
が
'
示
附
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
鯲
談
会
は
凶
際

キ
義
教
育
耒
質
会
主
催
で
例
圷
こ
の
特
期
に
開

催
さ
れ
、
今
同
は
契
十
人
か
参
加
し
て
懇
談

し
た

十
、
十
ノ
、

卒
業
生
も
多
数
参
加
し
て
、
現
役
選
千
と
什
<
に

指
導
に
『
た
っ
た
こ
の
催
し
は
、
「
関
四
に

お
け
る
大
学
ス
ホ
ー
ツ
に
ょ
る
地
域
丙
厭
の
先

鴻
帆
{
ル
、

示

駆
的
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、

帆
Π

都
の
各
頼
出
に
も
紳
介
さ
れ
た

十
一
・
・

九
刀

東
京
就
職
懇
談
会
を
開
催

M
国
ホ
テ
ル
東
京
で
本
社
機
能
を
東
京
倫

く
企
業
丙
ヒ
ト
社
の
人
事
扣
肖
街
を
招
き
、
抹

用
祖
礼
と
情
桜
交
換
恬
訓
窕
備
を
Π
が
と
し

て
「
同
志
社
大
学
東
京
就
職
懇
談
会
1
感
青

と
懇
親
の
タ
べ
」
を
開
催
大
学
か
ら
は
学
長

を
初
め
各
学
部
就
職
委
員
な
ど
が
多
加
し
た

今
回
の
開
催
は
、
束
京
に
木
社
機
能
ナ
轟
く
企

業
へ
倫
職
者
が
大
阪
を
上
同
る
状
況
の
中
、

近
年
、
大
企
業
を
小
心
と
し
て
東
京
木
社
に
人

事
簸
品
部
門
を
染
小
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

き
た
た
め
そ
れ
ら
企
業
の
情
縦
交
換
の
た
め
開

催
さ
れ
た

「
朝
の
祈
祷
き
を
始
め
ま
し
た

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
秋

力
ら
、
.
Ⅱ
1
 
回
丙
σ
則
と
し
て
第
打
曜

口
午
狗
八
峅
卜
分
か
ら
、
柳
の
祈
竺
厶
を
始

め
ま
し
た
新
島
襄
は
U
本
に
お
け
る
初
期
の

牧
師
の
人
で
あ
り
、
祈
り
の
人
で
も
あ
っ
た

ま
た
、
思
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史

大
学

●
サ
ツ
カ
ー
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催七
打
二
十
U

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
は
O
B
会
と
共
に
京
Ⅲ

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
フ
エ
ス
テ

イ
バ
ル
を
開
催
し
た
こ
の
催
し
は
「
大
学
ス

ホ
ー
ツ
で
地
燮
献
」
を
テ
ー
マ
に
総
勢
約
五

十
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
企
画
立
案
し
、
約
一
Π

人
の
小
・
中
乢
玉
劣
ノ
加
し
た
。
名
古
屋
グ
ラ

ン
パ
ス
な
ど
J
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
た
巾
西

哲
生
氏
(
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
)
な
ど

ノ
、
ノ力

ノ
、
ノj

若
千
十
山
頂

詞

詞
志
社
礼

j、」
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の
小
で
い
ろ
い
ろ
な
形
の
祈
り
の
集
い
が
守
ら

れ
て
き
た
今
川
の
朝
の
祈
祷
会
で
は
、
こ
う

し
た
同
志
社
の
仏
統
を
堂
け
継
ぎ
な
が
ら
、

半

生
・
教
職
員
が
定
期
的
に
染
ま
っ
て
、
共
に
祈

る
場
と
な
れ
ぱ
と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た

伐
'
1
述
携
の
み
な
ら
ず
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、

酬
床
心
即
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
の
人

文
・
社
会
科
N
徹
域
を
も
含
め
て
、
両
大
学
の

辻
払
の
ド
に
耐
究
資
測
を
活
川
し
た
大
学
剖
で

の
先
端
的
な
研
究
交
流
が
雛
さ
れ
る
こ
と
と

な
つ
た
大
使
講
座
開
講

^
田
^
f
^
に
応
士
^
,
イ
^
〕
.
f
と
士
m
气
^
^
朋
什
と
の

什
<
俳
*
業
と
し
て
人
使
逃
座
<
く
川
外
を

五
叩
る
1
」
(
法
学
部
の
止
課
科
Π
)
が
削
轟
さ

れ
た
。こ
の
附
座
で
は
外
交
の
第
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ
・
韓
凶
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
六
力
凶
の

駐
Π
大
仙
メ
瓢
帥
と
し
て
招
珊
し
、
行
大
使
は
、

現
在
の
埀
要
な
外
交
課
題
な
ど
に
つ
い
て
池
義

し
たさ
ら
に
打
十
L
n
に
は
大
仙
満
座
特

別
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
臼
木
外
交
を
π
Ⅲ
る
と
題

し
て
川
口
順
f
外
務
大
舮
を
迎
え
て
の
よ
鍍
も

行
わ
れ
約
人
冉
人
忠
ι
が
位
義
し
た

京
都
府
立
医
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定

同
志
社
大
学
の
教
介
研
究
の
活
性
化
と
新
た

な
瓜
開
を
倒
る
た
め
」
靴
舸
立
張
科
大
1
と

の
学
術
一
需
に
関
す
る
包
括
恊
定
古
な
ら
び
に

研
究
交
流
に
関
す
る
恊
定
井
が
、

打

円
Π
に
洲
珂
・
締
結
さ
れ
た
こ
れ
に
ょ
っ
て

研
究
者
の
六
洗
や
共
岡
研
究
の
挑
進
に
ょ
り
、

ハ
H
し
Π
/
余
沢
、
し
打
五
日
/
"
倫
、
 
L

打
1
 
L
/
卵
力
て
地
Ⅸ
凱
談
会
を
開
雛

し
た
●
●
郁
・
皮
か
ら
<
西
各
地
で
、
卒

業
生
と
〕
発
会
と
の
梦
Z
強
め
、
向
志
社
女
f

大
学
の
教
育
力
針
や
取
り
釧
み
に
対
す
る
理
解

を
得
る
た
め
、
同
志
社
女
f
大
小
雫
催
、
岡
志

社
女
子
大
叢
木
光
会
・
同
志
社
女
f
大
学

く
ヨ
Φ
の
会
共
催
で
行
わ
れ
て
い
る
。
岡
'
社

女
f
太
硫
<
念
教
授
に
ょ
る
「
祇
幽
祭
の
変

遷
」
と
廸
し
た
講
演
を
行
っ
た
後
、
懇
親
会
で

教
職
<
と
各
会
場
十
ん
S
し
十
万
人
の
卒
業

生
介
む
く
ヨ
Φ
の
会
会
員
)
お
よ
ぴ
栄
光
公

会
月
、
な
ど
が
交
梦
傑
め
、
僻
仇
の
う
ち
に
終

f
し
た
音
楽
学
科
管
弦
楽
団
国
内
演
奏
会

九
打
1
一
日
に
刈
.
伝
際
会
館
こ
く
さ
い
ホ

ト
艸
Π
に
は
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

、

三
S
岳
大
ホ
ー
ル
で
側
椛
さ
れ
た
指
抑
織
右

一
伶
(
怖
川
'
太
誘
教
授
・
向
'
社
女
イ

大
N
'
師
)
に
ょ
り
、
 
R
 
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
/
歌

タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
序
岫
、
卒
業
生
の
野
村

L
.
馴文
f
氏
(
マ
ン
ハ
イ
ム
凶
立
劇
場
一
蔓
楽
団
削

、
'
テ
ィ
ン
パ
ニ
奏
行
)
を
ソ
リ
ス
ト
に
迎
え

て
A
 
・
ジ
ョ
リ
ヴ
エ
/
打
楽
器
と
一
蔓
楽
の
た

め
の
恊
突
曲
、
 
P
 
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
交

O
o
m
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓

同
志
社
女
子
大
学
地
区
別
懇
談
会

女
子
大
学

ル

朝の祈祷会
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辨
曲
第
六
番
口
知
凋
0
で
.
ご
「
悲
愉
」
を
演

奏
向
日
と
も
に
下
人
ほ
ど
の
来
聴
者
を
迎

え
、
好
評
を
得
た

同
志
社
女
子
大
学
・
城
崎
町
歴
史
文
学

ま
つ
り
/
ホ
ス
ビ
タ
リ
テ
ィ
体
験
実
習

九
月
二
十
七
・
十
八
日
、
兵
庫
県
立
城
崎

大
会
議
館
大
ホ
ー
ル
他
で
開
催
。
城
崎
町
と
の

共
催
で
五
年
目
を
迎
え
た
本
事
業
は
、
咋
年
に

引
き
続
き
文
部
科
田
否
の
委
託
事
業
に
選
定
さ

れ
、
知
歌
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
、
四
一
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
短
歌
・
俳
句
の
吟
行

会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
繞
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

ま
た
、
九
村
十
一
 
S
二
十
七
日
の
六
泊
ヒ

臼
の
日
程
で
、
現
代
社
会
学
巡
了
生
を
中
心
に

ト
ハ
人
の
学
生
が
、
城
崎
温
泉
の
卜
凶
の
旅

館
に
油
ま
り
こ
み
、
布
団
の
あ
げ
お
ろ
し
、

出

迎
え
、
見
送
り
、
配
膳
な
ど
の
業
務
を
体
験
し

な
が
ら
、
温
泉
旅
館
で
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

学
ん
だ
。
現
代
社
会
学
部
年
次
生
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ヅ
プ
と
し
て
単
位
が
鰐
止
さ
れ

ナ

仏
通
師
に
な
る
前
に
出
版
編
集
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
、
う
す
き
み
ど
り
氏
(
H
本
基
督
教

団
八
幡
ぶ
ど
う
の
木
教
会
仏
適
師
・
杢
筆
業

生
・
同
志
社
大
学
神
学
研
究
邪
修
了
)
に
ょ
る

誠
演
「
い
つ
か
ら
で
も
は
じ
め
の
一
歩
」
を

テ
ー
マ
に
、
経
験
を
通
し
て
見
た
女
性
の
生
き

方
・
職
業
・
人
生
假
等
を
為
話
し
し
た
九
い

た
と
く
に
般
社
会
か
ら
杣
山
需
へ
の
再
入

学
を
決
断
さ
れ
た
理
"
な
ど
も
話
題
と
さ
れ

四
作
淡
生
ば
か
り
で
な
く
-
 
S
三
年
淡
生
に
と

つ
て
も
俗
分
の
生
き
方
や
将
来
に
つ
い
て
著
え

る
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
、
全

体
会
も
含
め
一
泊
一
 
H
の
蔦
一
義
な
時
問
で
あ

つ
九同
志
社
女
子
大
学
卒
業
生
の
集
い
二
0
0
Ξ

詞
志
社
女
f
大
学
と
同
志
社
女
子
大
学

く
ヨ
Φ
の
会
共
俳
に
ょ
る
卒
業
生
の
染
い
を
、

月
Π
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し

た
今
年
は
暫
絶
念
難
晃
で
同
志
社
大
学
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
ニ
0
0
三
・
同
志
社
創
立

旦
十
八
刷
作
四
一
り
ユ
ニ
オ
ン
と
の
総
介
開

会
式
を
行
っ
た
。
同
集
い
で
は
、
同
志
社
女
f

本
逐
瀬
下
紗
子
教
授
に
ょ
る
「
歌
瓣
伎
兆
祥

四
百
年
尋
一
か
ぶ
く
k
た
ち
」
と
題
し
た
講

辿
同
志
社
女
子
大
学
く
ヨ
Φ
の
会
総
会
・
卒

秋
季
り
ト
リ
ー
ト

0
社
ぴ
わ
こ

十
六
Π
、
向

L

十
]
十
五

ノ

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

業
生
に
ょ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
引
き
続
い
て
友
和
館
食

堂
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
訪
れ

た
卒
業
生
お
よ
ぴ
教
職
<
約
百
五
十
人
は
、

旧
交
を
温
め
、
発
展
を
続
け
る
胤
校
で
の
充
実

し
た
ひ
と
時
を
過
こ
し
た

シ
エ
イ
ク
ス
ビ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
公
演

》
仂
く
0
仁
卜
瀞
m
=

学
芸
学
郡
講
英
文
〕
萪
、
四
年
次
の

年
問
に
わ
た
り
シ
エ
イ
ク
ス
ヒ
ア
の
作
品
を
研

詞
「お気に召すまま」のーシーン



究
し
、
艸
年
淡
の
秋
に
築
叩
に
ょ
る
上
梦
Z
行

う
人
倫
か
ら
衣
裴
、
獅
ム
ー
裴
匙
、

瑜

4
-
j
、

キ
ャ
ス
ト
笄
す
べ
て
ツ
生
の
丁
に
ょ
っ
て

」
ー
、
」行
わ
れ
、
第
五
卜
同
Π
を
迎
え
る

作
皮
は
、

ト
五
Π

新
島
此
念

、

打
↓
凶

惑
上
で
》
⑦
 
K
0
に
罫
の
~
~
(
お
気
に
W
す
ま

ま
)
を
上
演
ツ
内
外
か
ら
Π
削
で
お
よ

そ
下
四
再
人
も
の
観
客
が
来
場
し
、
ハ
ム
一
毅
好

ー
を
博
し
た

音
楽
学
科
定
期
演
奏
会

ト

刃
八
H
、
示
州
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
大
ホ

ー
ル
で
、
第
=
十
川
定
捌
淡
4
会
を
開
俳

斉
楽
7
科
合
川
団
に
ょ
る
A
・
カ
プ
レ
/
ホ↓1

の
ミ
サ
仙
、
「
祈
り
の
風
"
京
」
と
題
し
て
力
人

の
f
Ⅲ
家
の
子
圃
川
/
、
"
・
M
楽
田
,
f
子
一
一
U
'
楽
団

に
ょ
る
R
 
・
シ
ユ
ト
ラ
ウ
ス
/
交
讐
討
「
テ
ィ

レ

オ
イ
レ
ン
シ
ユ
ピ
ー
ゲ
ル
の
愉
快
な
い
た

ノず
ら
 
0
で
.
N
伽
、
 
J
 
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
/
交
辨

山
第
番
へ
詣
0
で
.
Φ
0
が
淡
奏
さ
れ
、
多

数
の
来
聴
行
を
迎
え
成
功
を
収
め
た
。

他
中
学
進
学
説
明
会
(
保
護
者
対
象
)

二:

同
志
社
中
学
入
試
説
明
会
(
保
護
者
・
受
験

生
対
飯
)

十
司
.
ト
ル
ハ
、
、

六

人
権
学
習

ト
、
一
十
＼
一
一

.
年
生
尚
演
を
聴
い
た
後
感
想
文
捉
出

戦
時
ド
の
パ
レ
ス
チ
ナ

パ
林
嶋
氏
(
寸
都
聖
ス
テ
パ

ノ
教
会
田
祭
)

働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
」

壁
<
介
俊
則
氏
(
前
エ
イ
テ
ッ
ク

^
'
火
斗
^
「
一
"
^
^

視
覚
柴
"
者
の
現
状
と
課
題
」

坂
木
止
仰
氏
(
一
儒
視
馨
庫

筈
者
恊
会
市
民
啓
発
部
長
)

▲
,
 
X
 
1

ノ
ー

ト
打
ト
ハ
ー

ト
h
、

0
0
仂
工
一
m
l
>
刀
m
勺
0
刀
↓
 
7

岩
倉
祭

体
行
祭

ク
ラ
ス
(
二
年
)
・
ク
ラ
ブ
兆
尖

-
 
q
s
L
 
-

年
生
映
画
「
ア
イ
ア
ム
サ
ム
」
を
鑑
質
し
、
感
想

文
提
出
年
生
ア
ジ
ア
市
倒
か
ら
Π
本
に
来
て
い
る
留
田
釜

を
各
ク
ラ
ス
人
ず
つ
招
い
て
淋
演
し
て
も
ら

」
^
^
仂
^
^
、
^
^
^
^
^
^
。

、

い

宗
教
週
問

ひ
と
は
ひ
と
、
私
は
私
」

松
△
敏
之
氏
粂
糸
・
難
緑
岡
教
会
牧
帥
)

b
九
H

九
]
十
 
L
 
S
ト
ヨ
川

ク
ラ
ス
(
一
作
)
・
ク
ラ
ブ
発
喪

一
鮒
祭
作
)

高
等
学
校

し
ー
/
j

/
H
 
レ
し
門

ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
(
メ
ル
ボ
ル
ン
)

交
換
棚
7
生
受
け
人
れ
(
九
人
)

"."今

岩厶祭のーコマ



「
悲
し
む
力
」

柴
Ⅲ
も
ゆ
る
氏
(
誓
四
・
廿
Π
Ⅲ
教
会
牧
帥
)

何
の
た
め
に
?
」

横
田
明
典
氏
(
郡
<
・
近
江
金
田
教
会
牧
師
)

「
わ
た
し
が
私
で
あ
る
た
め
に
」

向
井
希
夫
氏
(
大
阪
・
聖
和
教
会
牧
師
)

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

三
年一
年

●
家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

止
揚
学
園
訪
問

教
員
人
生
徒
十
人
参
加

香
里
中
高

十
二
同
九
日

十
一
H
十
二
日

一
月
十
三
日

一
月
十
五
Π

高
二
修
学
旅
行
事
前
学
習
九
同
十
二
月

例
年
ど
お
り
班
劉
再
の
予
行
。
一
需
駅
集

合
・
解
散
で
京
都
市
内
を
北
・
束
・
西
の
三
コ

ー
ス
に
分
け
、
予
め
届
け
出
た
ポ
イ
ン
ト
を
ま

わ
っ
た
。
熱
心
に
見
学
し
て
い
て
解
散
チ
エ
ッ

ク
に
遅
れ
る
班
も
あ
っ
た

文
化
祭
・
バ
ザ
ー

九
同
十
ヒ
日

準
備
の
大
詰
の
レ
五
U
十
一
時
に
大
雨
、

洪
水
、
阪
靴
が
出
て
、
罫
か
ら
休
校
と
な
り

次
の
日
に
は
卒
業
生
も
大
留
C
て
何
と
か
オ

行
っ
た

二
一

^
打
ト
^
H
S
^
^
刀
^
ニ

九
八
午
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
ん
同
U
で
、

ほ
ぽ
安
定
し
て
き
た

学
年
遠
足
、
中
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

年
度
か
ら
は
述
足
は
秋
の
一
回
だ
け
と

な
っ
た
<
年
は
中
高
一
で
山
を
歩
い
た

は
班
別
で
地
図
を
み
て
一
稀
で
フ
ィ
ー
ル

小

ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
た

ト
刃
十
四
日

防
災
訓
練

年
ぶ
り
芋
笑
施
し
た
六
時
剛
同
に
授
業

場
所
か
ら
至
近
の
グ
ラ
ン
ド
に
避
難
し
、
組
扣

仟
が
安
否
を
チ
エ
ッ
ク
す
る
と
い
う
方
式
に
し

た
が
、
混
乱
も
な
く
鉦
訴
終
了
し
た

中
二
修
学
旅
行

十
六
S
一
十
九
日

↓
刀

咋
年
と
異
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
女
了
生
徒
が

ち
ょ
う
ど
紅
禾

初
め
て
参
刎
大
沼
に

、
Ⅵ

の
時
期
、
胡
市
亢
り
イ
体
験
な
ど
を
し
た

高
二
修
学
旅
行

大
同
窓
会

ト

司j

咋
郁
に
続
い
て
・
諾
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

刀
一

中
三
社
会
科
見
学
会

月
四
H
・
L
e

五
年
前
か
ら
卒
業
牛
に
も
恊
力
し
て
も
ら

「
会
社
を
作
ろ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
授

、

い業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
た
ぴ
大
阪
商
〔

会
議
所
が
史
璽
向
け
起
業
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ま
と
め
、
本
校
が
そ
の
モ
デ
ル
授
"
希
定
校
の

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
「
大
阪
企
業
家

ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
」
^
円
^
田
^
子
に
,
^
つ
た
。

●
宗
教
教
育
強
調
週
間

特
別
礼
仟

(
中
学
)
「
イ
エ
ス
様
は
ど
こ
に
」

(
高
校
)
「
こ
こ
ろ
鼠
、
倫
仰
鼠
S
ブ
ラ
ジ

ル
の
ポ
ッ
プ
ス
を
聴
こ
う
」

松
木
敏
之
氏
琵
糠
岡
恊
会
牧
師
) 一

刃
五
Π

1

゛
、
ワ
ー

88

、釣ゑ、
σ

つ

シ
ヨ

文化祭のーコマ

た



●
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会

地
域
◇
圷
は
関
係
街
の
終
゛
で
、
数
圷
ぶ
り
に
.
入

体
観
測
会
が
突
施
で
き
た

小
学

Π

刀

十
"
h
n

高
校
人
権
映
画
会

「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
二
四
八
分
)

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

Π

"

「
み
ん
な
で
勢
ど
」
川
上
盾
氏
(
東
糾
r

1

恊
会
牧
師
/
柳
が
マ
ス
・
ク
ワ
イ
ア
指
拠
岩
)
、

歌
と
千
川

P
T
A
の
活
動

.
ヒ
上
.
、
、
、
ー
・
^
ソ
リ
"
"

県
川
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
(
同
志
社
口

ト
H
.
一
ト

ム
紀
念
館
他
、
約
、
,
H
人
)

製
屋
川
六
中
校
り
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ヘ
ー
ン

(
香
Ψ
丙
三
ト
.
人
参
加
、
↓
 
H
n
U
)

淋
演
会
(
羽
川
英
樹
氏
、
ト
一
ガ
ト
.
Π
)

入
試
説
朋
会

学
校
内
外
で
数
卜
川
・
災
施

二

午
狗
の
部
は
生
徒
・
教
職
日
と
で
、
午
後
の

部
は
Υ
食
'
施
股
の
迦
陵
倒
の
方
々
を
招
き
、

般
の
方
々
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
H
を
ま
も
っ

ト

刀
卜
L
n

ヒ
¥
い
好
犬
に
忠
ま
れ
、
徒
競
走
綱
,
'
J
き
、

仮
裴
"
綴
、
応
援
介
戦
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
"
取
後
の

ク
ラ
ス
対
抗
り
レ
ー
に
゛
る
ま
で
、
活
力
あ
る

艦
開
が
な
さ
れ
た
。

打
 
S
円
Π

文
化
祭
「
枠
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
例
催
さ
れ
た
合

年
生
は
通

小
学

艸
H
コ
ン
ク
ー
ル
で
熱
喝
し
、

銘
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
飾
り
、
小
学

イ

斧
生
は
ク
ラ
ス
こ
と
の
艇
一
小
、
」
秘
生
は
文1

、

化
系
ク
ラ
ブ
の
兆
峩
、
心
志
に
ょ
る
辰
.
小
、

突
等
様
々
な
分
野
で
活
兆
な
活
動
力
わ
わ
れ

た
ま
た
四
H
に
は
並
h
し
て
、
女
f
部
の
ハ

ザ
ー
が
開
催
さ
れ
た

収
穫
感
謝
礼
拝
卜
打
十
・
ト
四
H

Π
に
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
淡
炎
小
淑

＼ノ

隊
の
合
川
に
ょ
る
杵
<
戈
礼
仟
を
特
ち
、
ト
凶
日

又
穫
物
を
持
ち
笥
り
戚
繍
の
,
不
打

こ
よ
、

午
後
は
、
・
響
ら
れ
た
収
椎
物
と
献
<
心
を
持
っ

て
Υ
怠
施
設
・
名
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
劼
剖
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
」
荒
の
畊
を
持
っ
た

●
ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト

,
、

蝕
・
、
.

6

、
姻

0

.
'

、

学
年
生
か
、
倫
校
年
生
の
修
養
会
が
行
わ

れ
た
訂
学
生
は
理
想
の
学
校
つ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
小
岫
眞
先
生
を
訥
帥
に
迎
え
、
先
生

の
発
題
を
も
と
に
、
教
師
と
生
徒
の
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
ー
シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
号
え
、
」
寝
生
は
「
私

た
ち
の
将
米
」
を
テ
ー
マ
に
、
品
憶
冰
f
先
生

を
満
師
に
迎
え
、
"
分
の
将
来
に
と
っ
て
京
せ

と
は
何
か
に
つ
い
て
.
●
り
介
っ
た

L
1

体
育
祭

↓

/
j

女
子
中
高

L
n

L
 
1
 
.
＼

修
養
会

/
j
 
/

向
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
小

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
9

jj

修養会のーコマ



た
生
徒
教
職
員
、
礼
拝
に
参
川
し
た
一

般

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
献
金
は
、
全
岡
の
禰

祉
関
係
の
施
設
、
事
業
所
に
送
ら
れ
た

国
際
中
高

体
育
祭

中
学
校

九
ヨ

好
天
無
ま
れ
、
生
徒
た
ち
の
述
営
に
ょ
り

楽
し
い
一
日
を
過
こ
し
た
各
種
Π
に
も
工
夫

が
灘
ら
さ
れ
、
,
倫
介
戦
も
午
々
充
成
皮
の
高

い
も
の
と
な
っ
た
な
お
、
商
簸
イ
校
は
、
ニ

回
の
雨
天
順
延
の
永
、
繋
一
な
が
ら
巾
止
と
な

つ
大
●
文
化
祭

^
、
^
^
ト
L
^
S
 
^
^
、
一

恒
例
と
な
っ
た
巾
〕
竺
年
生
、
一
寝
年
生

の
演
劇
窕
表
、
ク
ラ
ス
展
示
、
文
化
系
ク
ラ
ブ

の
発
表
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
盛
況
の
う

ち
に
h
わ
れ
た

中
学
校
三
年
生
体
験
学
習

校
外
学
習

十
・
・
一

小
{
了
,
父

ブ
ル
ー
メ
の
丘

一
琴
学
校
一
年
私
の
仕
争
館

^
一
叩
^
^
^
了
、
父
^
^
^
^
,
^
一
也
^

」
一
^
^
司
田
'
^
^
^
一
^
^
^
.
^
^
^

そ
れ
ぞ
れ
の
方
血
で
体
験
ル
再
を
突
施
し

た
中
学
校
は
物
作
り
体
験
を
、
高
校
生
は
ー

常
の
生
活
力
ら
蹴
れ
歴
史
史
鉚
や
地
域
の
施
ル
双

を
見
学
し
た
と
り
わ
け
今
夏
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ぱ
か
り
の
「
私
の
仕
事
館
」
で
は
、
職
業
適

性
検
査
や
仏
統
工
二
品
作
り
な
ど
に
挑
戦
し
、

充
実
し
た
 
H
と
な
っ
た

●
人
権
教
育
強
調
月
間

ト
月
一
十
口
S
卜
一
月
卜
四
日

県
革
校
で
は
、
「
人
種
・
民
繋
吐
別
問
題
」

を
、
中
学
校
で
は
「
生
命
の
噂
厳
」
を
テ
ー
マ

と
し
朝
の
礼
仟
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
俳
し
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
人
権
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

秋
季
宗
教
週
間

一
卯

十
打
九
・
十
臼

知
多
半
島
、
南
知
多
温
,
呆
郷
で
実
施
さ
れ
た

県
雄
活
を
謝
れ
地
引
き
網
体
験
や
打
場
な

ど
を
見
学
し
た
ク
ラ
ス
の
交
梦
陳
め
4
-

義
な
経
験
と
な
っ
た

十
月
四
S
卜
七
日

外
来
講
師
の
先
生
方
に
ょ
る
毎
日
の
礼
拝
と

ノ
日
の
W
卿
,
イ
拝
を
通
じ
て
、
同
志
社
の
根
幹

に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
口
々
生
き
る
我
々
の
あ

り
方
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
週
剛
と
な
っ
た

高
校
ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

月
卜
九
日

吹
烹
需
、
聖
歌
隊
、
山
校
年
生
の

仂
0
コ
伽
仂
冒
国
コ
四
一
m
空
堂
佛
生
、
保
俊
者
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
恊
力
の
、
ト
、
ア
ド
ベ
ン
ト
礼

拝
が
厳
粛
に
行
わ
れ
た

創
立
記
念
礼
拝

コ

f

創
立
者
の
深
い
志
と
愛
§
い
を
致
t
撮

「私の仕事館」で



な
時
岡
を
り
え
ら
れ
た

フ
ィ
リ
ツ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
交
換
留
学

十
八
Π
S
十

・
十
五
・
・

＼
」
/
j

^
^
力
ら
'
州
^
寸
田
,
^
^
^
^
力
創
'
^

打
暫
お
嘩
校
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
に
四
力
刀
W
に
わ
た
る
・
父
換
貿
.
f
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
槻
め
て
優
秀
な
成
栄
を
あ
げ

た
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
エ
ム
リ
ッ
ク
井
が

交
換
詔
学
生
と
し
て
木
校
に
滞
仟
し
、
允
突
し

た
~
^
習
と
凶
際
交
ψ
伽
を
米
し
て
く
^
た

十
二
月
高
等
学
校
入
学
試
験

ノ

一
一

打

水
校
・
シ
ン
ガ
ホ
ー
ル
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ユ

ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
、
二
0
0
四

年
喋
雛
学
校
人
7
貳
験
が
'
災
施
さ
れ
た
。

校
と
の
六
洗
会

ノ

中
学
校

ー
ー

'
'

L
弓
卜
し
一

体
育
祭

九
乃

学
園
祭

レ
L
＼
U

1
Ⅵ

京
都
会
館
第
ホ
ー
ル
で
作
生
,
ー
と
演

ル

劇
フ
エ
ス
テ
ィ
バ

瓜
岡
油
小
ル
f

同
倒
S
八
H

ト
九
一
、

,
.
へ
、

ι

木
校
で
件
生
行
心
、

「
蹄
る
祠
小
生
」

ト
一
卜
一
一

行
班
、

ノ

大
1
Ⅲ
忠
館
て
の
γ
年
合
師
'
f
打

み
ん
な
お
な
じ
」

今
井
,
示
久
氏
(
・
轍
教
ム
ロ
人
γ
本
校

卒
業
生
)

'

す

●
全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

秋
季
宗
教
人
権
週
問

テ
ー
マ
「
と
も
に
い
き
る
」

チ
ャ
ヘ
ル
で
の
学
午
礼
仟

ど
こ
に
い
る
の
、
神
さ
ま
」

向
井
示
火
氏
大
嬬
十
引
教
会
牧
帥
)

だ
か
ら
今
Π
、
示
切
.
が
あ
る
」

松
木
敏
之
氏
難
緑
岡
教
会
牧
帥
)

い
つ
ま
で
も
共
に
い
る

湘
ヒ
郁
志
氏
(
大
阪
宋
卜
教
会
牧
帥
)

ノ
/
一

0
0
Φ
工
一
m
l
)
刀
m
力
0
刀
↓
 
1

.
、

ー
'
.

ク
ラ
ブ
艇
、
生
徒
会

発
表

/
ノ

川
界
を
広
げ
る
」

品
1
美
氏
系
州
市
立
上
賀
茂
小
学

校
教
胴
・
劇
川
「
あ
し
た
の
会
」
メ
ン
バ
ー
)

「
珍
出
を
尽
く
し
て
犬
命
を
待
つ
」

フ
ル
ー
ス
ハ
ー
プ
の
演
4
と
お
話

山
ド
純
一
氏
令
珍
獣
下
岡
」
メ
ン
バ
ー
)

人
権
行
事

一
]
L
e

作
令
n

、

映
画
蝋
質
「
一
ノ
イ
・
ア
ム
・
サ
ム
」

午
前
F
髪
本
駿
.
f
捌

①
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

2
 
1
"
"
,
f
乍
^
、
、

③
片
導
犬
・
介
助
犬

④
車
椅
f

⑤
千
1
叩

⑥
ハ
ン
グ
ル
附
座

げ
上
見
γ
本
験
学
習

①
映
向
鑑
一
笈

^
京
都
の
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
劼
ね
て

③
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
訪
ね
て

④
り
バ
テ
ィ
大
阪

L
1
ブ
j

演劇フェスティバル

-1.▲

ノ、

1 ●ι

、J

ノ



⑤
衣
笠
授
僻
で
の
共
同
作
業
体
験

⑥
沖
縄
研
修
旅
行
嘔
前
学
習

読
白
週
間

一
村
十
S
卜
円
日

収
穫
感
謝
礼
拝
と
施
設
訪
問

十
月
十
ハ
ロ

「
恵
み
の
種
を
ぱ
ら
ま
き
な
が
ら
」

西
村
朗
氏
(
鴨
東
教
会
牧
師
)

放
課
後
、
果
物
を
持
っ
て
生
徒
有
志
が
内
川

船
岡
寮
、
パ
ン
ダ
園
な
ど
六
施
設
を
劼

、

園

ト
L
一
二

創
立
記
念
礼
拝

打

二
一

「
花
岡
山
の
十
才

本
井
康
博
氏
(
詞
志
社
社
史
資
料
崟
)

ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝
一

一
]

,j

全
校
乍
徒
を
回
に
分
け
て
チ
ャ
ヘ
ル
で
突

施
し
た
夕
刻
に
も
保
"
者
・
般
を
対
象
に

・
諾
し
、
約
万
百
人
が
参
加
し
た

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
ブ十
二
月
二
十
三
S
 
十
七
日

三
年
生
(
自
由
参
加
)
対
象
。

四
泊
五
日
で
長
誓
小
志
仙
<
一
県
ス
キ
ー
場

ヘ
。
二
百
二
十
八
人
が
参
加
し
、
ス
キ
ー
と
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
0

●
沖
縄
研
修
旅
行

作
生
(
幽
由
参
加
)
対
象

油
刈
U
で
川
紕
戦
跡
な
ど
を
訪
ね
、
平
和

学
習
と
倒
然
体
験
〕
再
を
行
っ
た
五
卜
人

が
多
加

ヤ
ー
や
花
火
を
し
、
楽
し
く
過
こ
し
た

琵
琶
湖
キ
ャ
ン
プ
(
年
長
組
)
八
河
Π

年
長
祭
比
良
の
キ
ャ
ン
プ
場
へ
、
張
で
出

か
け
、
水
遊
ぴ
、
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
、
ス
ィ
カ
割

り
な
ど
を
楽
し
ん
だ

夏
期
保
育

一
川
S
'
ハ
「

張
ぴ
、
色
水
遊
ぴ
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
ヘ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
て
過
こ
し
た

●
同
窓
会

八
村
凶
円

午
後
か
ら
倫
生
が
架
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
く
過
こ

し
た入
園
説
明
会

、
一
、
-
 
L
ハ
一
、

ハ

四
年
度
の
入
剛
説
明
を
行
っ
た

入
園
考
査

十
刃
Π

ゞ
ザ
ー

十
・
・
川
・
、

女
f
巾
学
・
局
梦
革
校
内
で
川
窓
会
女
子

^
一
^
・
一
山
^
^
^
〕
.
f
^
と
比
^
^
^
^
^
^
^
^
^
ー
^

ル
ダ
ー
や
保
護
者
の
千
作
り
門
写
を
販
売
し

ナ

幼
稚
園

同
二
十
三
S
 
十
六
口

七
夕
集
会

ヒ
同
二
Π

,
謬
を
迎
え
、
ク
ラ
ス
こ
と
に
歌
や
ダ
ン
ス
、

合
奏
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
の
後
、
親
子
で
七
タ

飾
り
の
製
作
を
し
た
年
長
釧
は
、
シ
ロ
ホ
ン

演
奏
を
繁
路
し
た
。
圷
巾
組
は
三
口
、
年
少
組

は
凶
臼
詞
様
に
行
っ
た

親
子
じ
や
が
い
も
堀
り

七
H
L
R

年
長
組
親
子
参
加
の
じ
ゃ
が
い
も
蠏
り

七
月
お
誕
生
日
会

ヒ
月
八
H

午
前
巾
は
全
園
児
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
ク

ラ
ス
こ
と
に
兆
表
し
、
午
後
は
誕
生
日
を
迎
え

た
園
児
と
そ
の
保
護
者
が
園
に
集
ま
り
、
教
員

も
壮
<
に
界
食
を
い
た
だ
き
、
ケ
ー
キ
に
ろ
う
そ

く
を
灯
し
て
お
祝
い
を
し
た

(
毎
月
同
行
わ
れ
る
)

●
お
泊
り
保
育
(
年
長
組
)
ヒ
月
十
一

年
長
組
が
剛
に
痢
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

十
H
ト
ハ
Π

保
ι
者
と
共

運
動
会

女
f
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、

気
技
や
ダ
ン
ス
を
行
た

秋
の
遠
足

全
剛
児
で
観
修
当
観
光
肥
ぱ
で
し
も
蛎
り

'、、,
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女子大学史料室展尓

広報で見る同志社女子大学

同志社女学校がそのはじめての広報「同志社女學校廣告」を七一雜報
誌に載せたのは1878 佃月j台11)年8月のことでした。以来、 2004年4月

開設予定の現代社会学部現代こども学科にいたるまで、さまざまな広報活動
を展開してきました。この問のシエイクスピア・プロタクション公演、音楽

学科演奏会、講演会、女子大学EVE、クラブ活動などのボスターを中心に、
関連写真、資料を展示します。

<期間> 2004年7月30日(金)までただし、土・日・祝日は閉室します。

<時問>]0 00~16 00

<会場>同志社女子大学今出川キャンパスジエームズ館107

<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社女子大学史料室 Tel,075-251-4200

七一雑報/1882(明治巧年
8月村日掲載の広告

人
づ
く
り
二
十
一
世
紀
上
京
ふ
れ
あ
い
祭

親
子
親
睦
会

ト
Ⅱ
ヒ
Π

い
も
堀
り
(
年
長
組
)

、
、
ト
h

収
穫
感
謝
祭

一
刀
卜
四
凶

ク
ラ
ス
懇
談
会
(
年
長
組
)
卜
打
卜
艸
H

お
茶
会
(
年
長
組
)

"

刃
同
お
け
い
こ
し
て
い
る
年
k
紕
か
、
保

ι
岩
を
招
い
て
お
繋
厶
を
開
い
た

グ
リ
ー
ン
サ
ン
タ
来
園

1
 
打

Π

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
政
府
観
光
刷
の
恊
力
の
も

京
都
伺
志
吐
女
學
枝

1
 
打

と
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
グ
リ
ー
ン
サ
ン
タ
が
米

将
来
f
ど
も
述
が
笑
顔
で
容
ら
し
て
い
け

剛る
豊
か
な
地
球
を
残
す
た
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
3

一
、

し
」
^
の
神
を
し
た
だ
し
た

本
松
制
九
ノ
通
九
円
十
八
白
,
以
ナ
削
校
ユ
入
技
禿

望
,
力
女
十
洲
匂
¥
,
■
沫
般
ア
ν
但
W
粒

則
入
核
チ
語
"
伽
叩
込
次
郁
凱
這
1
一
●

叫
ホ
↓
玉
年
八
刀

廣
告

上
京
こ
ど
も
ま
つ
り

校
祖
墓
参
(
年
長
組
)

作
k
制
彰
f
で
'
勒
g
裂
先
生
の
冬
"
に
染
ま

り
、
岡
志
社
教
会
牧
師
仏
Ⅱ
十
碇
先
生
に
ょ
る

礼
什
を
も
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
会
食

刀
U

メ
ニ
ユ
ー
は
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
仟
長
剛
児

力
H
<
材
を
吻
り
、
大
鍋
に
凶
杯
の
豚
村
か
・
元
成

<
上
愉
児
で
お
外
.
に
い
た
だ
い
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
上

打
;
/
U

"
小
都
い
の
ち
の
地
T
川
卞
、
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に
什
ヰ
・
外
長
紲
の
希
望
様
児
力

小
点
隊
と
し
て
参
加

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会打
卜
Π
(
条
ノ
組
)

(
年
小
・
年
k
細
)

Π

n
は
作
少
細
の
礼
仟
・
祝
会
、

は
礼
打
Ⅱ
に
外
長
剤
力
ヘ
ー
ジ
エ
ン
ト
、

イ
「

痢
力
川
玖
獣
を
庁
め
た
冊
Π
,
惑
得
も
出
・
席

二ー
ー


